




序     文 
 

 グアテマラ共和国政府は教育の質向上を重点政策とし、国家教育カリキュラムの充実や教員の

育成などに取り組んできました。しかしながら、政府や UNESCO が実施している算数と国語の学

力調査結果をみると、児童の成績は依然として低く、大きな課題となっています。 

このような状況の下、グアテマラ共和国政府はホンジュラス共和国「算数指導力向上プロジェ

クト」(PROMETAM)の成果を踏まえ、算数科教材の作成とグアテマラ人材の算数教育に関する

能力強化への支援をわが国に要請し、2006 年４月から 2009 年３月まで「算数指導力向プロジェ

クト」(GUATEMATICA)が実施されました。 

同プロジェクトでは、成果品として初等教育１～６年生の算数科教材（教師用指導書、児童用

作業帳）が完成しました。本教材はその有効性が認められ、国定教材として全国配布が決定する

など大きな成果を収めました。しかしながら、2008 年８月に実施されたプロジェクトの終了時評

価調査では、同教材を有効に活用するためには、適切な教員研修、教員の指導力向上が必要であ

ることが確認されました。 

これらを踏まえ、グアテマラ共和国政府からわが国に対し、教員研修の強化を通じて上記算数

科教材の活用及び小学校教員の算数指導力向上を図る「算数指導力向上プロジェクトフェーズⅡ」

に対する支援が要請されました。 

本報告書は、その要請背景並びにプロジェクト形成の経過と概略を取りまとめたもので、今後

の本プロジェクトの実施にあたって広く活用されることを願うものです。 

ここに、本調査にご協力いただいた内外の関係者の方々に深い謝意を表するとともに、引き続

き一層のご支援をお願い申し上げます。 

 

平成 22 年２月 

 

独立行政法人国際協力機構 
 人間開発部部長 萱島 信子 
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2010～2013年 PADEP-D を今後優先的に開始予定の6県（プロジェクト対象予定地域） 

その他の県では、2013 年

以降にPADEP-D を実施す

る予定。 
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第１章 要請の背景 
 

グアテマラ共和国（以下、「グアテマラ」と記す）は、過去 10 年以上にわたって初等教育の普

及と教育の質向上に取り組んできた。初等教育の純就学率は 2006 年には 94.5％となるなど、学

校へのアクセス改善はある程度達成されたものの、教育の質が不十分であることが問題として指

摘されている。なかでも児童の算数と国語の学力不足が顕著である。 

こうした状況の下、ホンジュラス共和国算数指導力向上プロジェクト（Proyecto de Mejoramiento de 
Enseñanza Técnica en el Area de Matemática：PROMETAM）の成果を踏まえ、算数科教材の作成と

教育省職員などグアテマラ人材の算数教育に関する能力強化をめざす「算数指導力向上プロジェ

クト(Proyecto“Mejoramiento de la enseñanza de la matemática en Guatemala”：GUATEMATICA)」

が 2006 年４月～2009 年３月に実施された。同プロジェクトで開発された小学校１～６年生用の

算数科教材（教師用指導書、児童用作業帳）は国定教材として認定され、全国配布が決定するな

ど大きな成果を収めた。しかしながら、2008 年８月に実施された終了時評価では、同教材を有効

に活用するためには、適切な教員研修、教員の指導力向上が必要であることが確認された。 

これらを踏まえ、グアテマラ政府からわが国に対し、教員研修の強化等を通じて、同教材の使

用状況の改善及び小学校教員の算数指導力向上を図るための技術支援が要請された。これに対し

独立行政法人国際協力機構（JICA）は、詳細計画策定調査団を派遣し、グアテマラ政府および関

係機関との間で協力計画の策定にかかる協議を行うこととした。 
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第２章 調査・協議の経過と概略 
 

２－１ プロジェクト形成の経過と概略 

(１) 実施時期（現地調査） 

 詳細計画策定のための現地調査を 2009 年７月 18 日から 2009 年７月 30 日まで行った。

関係機関と協議し、合意事項をミニッツ(Minutes of Meetings：M/M)にまとめ、署名交換

を行った。 

 

(２) 調査団員の構成 

氏 名 所   属 担 当 現地調査期間 

西方 憲広 
JICA 国際協力専門員 

人間開発部課題アドバイザー 
総括/団長 ７月 18 日～７月 30 日 

丹原 一広 
ホンジュラス算数指導力向上プロジ

ェクト長期専門家 
広域協力 ７月 22 日～７月 30 日 

古川  顕 

JICA 人間開発部基礎教育グループ基

礎教育第二課 

ジュニア専門員 

協力企画 ７月 18 日～７月 30 日 

 

(３) 派遣の目的 

(ア)先方協力ニーズとの整合性を確認し、プロジェクト協力の妥当性を確認する。 

(イ)プロジェクト活動のベースとなる教員再教育プログラム（Programa Académico de 
Desarrollo Profesional Docente：PADEP-D）別称：Profesionalizaión Docente の実施体制、

現状を仔細に確認する。 

(ウ)協力基本計画および実施体制の詳細を検討し（広域プロジェクトとの連携を含む）、グ

アテマラ教育省および国立サンカルロス大学（ Universidad de San Carlos de 
GUATEMALA：USAC）と協議のうえ、プロジェクト・デザイン・マトリックス（Project 
Design Matrix：PDM）（案）を作成する。 

(エ)広域プロジェクトによる投入を考慮し、グアテマラとの二国間協力に関するプロジェク

ト期間中の活動計画表（Plan of Operation：PO）（案）を策定する。 

(オ)上記内容について、グアテマラ教育省および USAC とミニッツにて合意する。 

 

２－２ 討議議事録(R/D)の署名 

詳細計画策定調査の結果を踏まえ、JICA グアテマラ駐在員事務所が協力実施体制などの詳細に

関して先方とさらに協議を重ね、プロジェクトの実施に関する合意に至った。合意内容は、討議

議事録(Record of Discussions：R/D)にまとめられ、2009 年９月 22 日に、JICA グアテマラ駐在員

事務所長と教育省技術担当次官およびサンカルロス大学・中等教育教員養成学校長の間で署名が

交わされた。 
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第３章 調査結果の概要 
 

１．案件名 

和文：グアテマラ共和国算数指導力向上プロジェクト フェーズⅡ (GUATEMATICA Ⅱ) 

英文：Project for improvement of mathematics education Phase ２ in Guatemala 
西文：Proyecto de mejoramiento de la enseñansa de la matemática en Guatemala 

２．協力概要 

(１) プロジェクト目標とアウトプットを中心とした概要の記述 

グアテマラでは、初等教育の純就学率が 2006 年には 94.5％（MINEDUC）となるなど、

学校へのアクセスはある程度達成されたものの、教育の質が不十分であることが問題と

して指摘されている。なかでも児童の算数と国語の学力不足が著しい。 

こうした状況の下、ホンジュラス共和国算数指導力向上プロジェクト（PROMETAM）

の成果を踏まえ、算数科教材の作成と教育省職員などグアテマラ人材の算数教育に関す

る能力強化をめざす「算数指導力向上プロジェクト フェーズⅠ(GUATEMATICA)」が

2006 年４月～2009 年３月に実施された。フェーズⅠでは、成果品として初等教育１～６

年生の算数科教材（教師用指導書、児童用作業帳）が完成し、同教材は国定教材として

全国配布が決定するなど、大きな成果を収めた。しかしながら、2008 年８月に実施され

た終了時評価では、同教材を有効に活用するためには、適切な教員研修、教員の指導力

向上が必要であることが確認された。 

これらを踏まえ、グアテマラ政府からわが国に対し、教員研修の強化等を通じて、同

教材の使用状況の改善及び小学校教員の算数指導力向上を図るための技術支援が要請さ

れた。なお、同国の現職教員研修は 2009 年６月 24 日に開始した教員再教育プログラム

(PADEP-D)に一本化されることとなった。本プログラムは 2017 年までに全国の現職教

員（就学前・初等）に２年間の課程を履修させることで、短大卒業相当の資格(Profesorado)

を付与するものである。 

フェーズⅡでは、PADEP-D の算数分野への協力を行うことで、フェーズⅠで作成した

算数科教材を適切に使用できるよう小学校教員の指導能力を向上させる。すなわち、「教

員再教育プログラム(PADEP-D)を受講した小学校教員の算数指導力が向上する」ことを

プロジェクト目標とし、この目標を達成するために PADEP-D の算数分野２講座の「講

座指導計画」および「講師用指導ガイド」の質向上、算数講座講師の指導能力向上を主

たる成果とする活動を行う。 

 

(２) 協力期間 

    2009 年 11 月～2012 年 10 月（３年間） 

 

(３) 協力総額（日本側） 

    8,000 万円 
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(４) 協力相手先機関 

・教育省 教育の質管理局 

・国立サンカルロス大学 中等教育教員養成学校 

 

(５) 国内協力機関 

特になし 

 

(６) 裨益対象者および規模、等 

[裨益対象者]  

・PADEP-D 算数講座講師 約 300 名 

・PADEP-D 受講教員(小学校教諭) 約 20,000 名 

（最終的に全国の約 75,000 名の小学校教諭が 2017 年までに受講予定） 

[対象地域] 

・政策的優先度の高い貧困地域 15 県 125 市 

（2013 年以降、対象地域を全国 22 県に順次拡大予定） 

 

３．協力の必要性・位置付け 

(１) 現状および問題点 

グアテマラでは、特に算数と国語の教育の質が不十分であることが問題として指摘さ

れている。米国国際開発庁（United States Agency for International Development：USAID）

が 2004 年に実施した現職教員対象の算数と国語のテストでは、正答率の平均はそれぞれ

25.8％と 58.4％であった。また、教育省が 2006 年に実施した教員候補者への算数と国

語のテストでは、合格点に達した者は３割に満たなかった。教員の質は児童の学力にも

影響を与えており、政府が実施した学力テストにおいて算数の合格点に達した児童の割

合は、2004 年には 14％、2005 年には 16.9％である。また、国連教育科学文化機関（United 
Nations Educational, Scientific and Cultural Organization：UNESCO）が 2006 年に実施した

算数と国語の学力調査では、グアテマラはラテンアメリカ・カリブ諸国の参加 15 ヵ国中

14 位という結果であり、周辺国との比較でも同国の算数と国語の学習が不十分であるこ

とが明らかとなった。 

 フェーズⅠでは、成果品として初等教育１～６年生の算数科教材（教師用指導書、児

童用作業帳）が完成し、同教材は国定教材として全国配布が決定した。しかしながら、

同教材を適切に使用するためには、適切な教員研修、教員の指導力向上が必要であるこ

とが終了時評価調査において確認されている。 

 

(２) 相手国政府国家政策上の位置付け 

グアテマラ政府の定めた「教育政策 2008-2012 年」の中で、教員の育成は重点政策と

される「教育の質向上」の戦略目標として掲げられている。教員の育成を通じた教育の

質向上を図るため、同国政府は基礎教育の現職教員研修を PADEP-D に一本化し、2009

年６月下旬に開始した。 
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(３) わが国援助政策との関連、JICA 国別事業実施計画上の位置付け 

基礎教育の拡充による人々の能力強化は、わが国の ODA 大綱ならびに中期政策にお

ける人間の安全保障を基本とした政策と合致する。本プロジェクトは JICA の対グアテ

マラ国別事業展開において、開発課題「社会サービスの向上」を図るための「保健衛生

および基礎教育改善」協力プログラムに含まれ、基礎教育改善への取り組みの中核と位

置づけられている。 

４．協力の枠組み 

[主な項目] 

(１) 協力の目標（アウトカム） 

①協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標・目標値 

【プロジェクト目標】 

教員再教育プログラム(PADEP-D)を受講した小学校教員の算数指導力が向上する 

【指標】 

・PADEP-D 算数講座の最終公式評価の結果 

・PADEP-D を受講した小学校教員の行う授業の分析結果（サンプリング） 

 

②協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標・目標値 

【上位目標】 

教員再教育プログラム(PADEP-D)実施地区の小学生算数科の成績が向上する 

【指標】 

・全国学力テスト（算数）の結果 

・プロジェクトの実施する算数学力テストの結果（サンプリング） 

 

(２) 成果（アウトプット）と活動 

【成果１】 

PADEP-D の算数分野講座で使用する講座指導計画と講師用指導ガイドの質が向上する 

【活動】 

1-1. 広域「算数大好き！」プロジェクトが実施する広域研修に参加する 

1-2. PADEP-D の算数分野２講座の講座指導計画作成のための活動計画を立てる 

1-3. 講座指導計画を作成する 

1-4. 講座指導計画を教育省、国立サンカルロス大学と共有する 

1-5. 講座指導計画を必要に応じて改訂する 

1-6. PADEP-Dの算数分野２講座の講師用指導ガイド作成のための活動計画を立てる

1-7. 講師用指導ガイドを作成する 

1-8. 講師用指導ガイドを教育省、国立サンカルロス大学と共有する 

1-9. 教員再教育プログラム算数講座において講師用指導ガイドを試用する 

1-10.算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする（サンプリング） 

1-11.算数講義のモニタリング結果を分析する 

1-12. PADEP-Dの算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリングする（サ
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ンプリング） 

1-13.実習のモニタリング結果を分析する 

1-14.必要に応じて講師用指導ガイドを改訂する 

1-15.講座指導計画と講師用指導ガイドを完成させる 

【指標】 

・教育省、国立サンカルロス大学による成果品（講座指導計画・講師用指導ガイド）の承

認 

 

【成果２】 

PADEP-D の算数講座講師の能力が向上する 

【活動】 

2-1.PADEP-D の算数分野２講座の講師に対して行う導入研修の実施のための活動計

画を立てる 

2-2.算数講座講師に対して導入研修を実施する 

2-3.算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする（サンプリング） 

2-4.モニタリング（算数講義の観察）の結果を分析する 

2-5. PADEP-D の算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリングする（サ

ンプリング） 

2-6.モニタリング（実習の観察）の結果を分析する 

2-7.必要に応じて、算数講座講師への導入研修を改善する 

【指標】 

 ・導入研修における受講者（算数講座講師）の評価結果 

 ・PADEP-D 算数講座観察の分析結果（サンプリング） 

 

【成果３】 

PADEP-D 実施地区の講座講師、教員、教育省職員等の算数指導力向上に対する意欲が高

まる 

【活動】 

3-1.プロジェクト定期刊行物を発行する 

3-2.算数指導力向上に対する意欲を喚起するために経験共有セミナーを開催する 

【指標】 

・アンケートや聞き取り調査の結果 

 

(３) 投入（インプット） 

①日本側 

・長期専門家１名（算数教育）、短期専門家（必要に応じて） 

・プロジェクト調整チーム（現地コーディネーター、現地業務アシスタント、現地グラ

フィックデザイナー） 

・広域研修の実施 

・プロジェクト実施のための補足経費（講師用指導ガイド試用版の印刷費など） 
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・広報（定期刊行物、経験共有セミナー実施経費） 

・広域プロジェクトからの技術支援（必要に応じて） 

 

②グアテマラ側 

・カウンターパート（コアグループ）の配置 計５名 

[常勤：教育省技官２名、 非常勤：教育省技官２名、USAC 教官１名] 

・講座講師に対する導入研修の実施経費 

・講師用指導ガイドの印刷・配布経費、および PADEP-D 算数講座に必要となるその他

教材の経費 

・コアグループが行うモニタリングの旅費 

・PADEP-D 受講者のための GUATEMATICA 教材の印刷・配布経費 

・プロジェクト執務室（電気・水道代等の維持経費を含む） 

 

(４) 外部要件（満たされるべき外部条件） 

①プロジェクト実施の前提条件 

・コアグループ(C/P)の技官が任命される 

・応募条件を満たした算数講座講師が選ばれる 

 

②プロジェクト実施上の外部条件 

 [上位目標を達成するための外部条件] 

・PADEP-D を受講した小学校教員が継続勤務する 

[プロジェクト目標を達成するための外部条件] 

・PADEP-D が継続して実施される 

 [期待された成果を出すための外部条件] 

・コアグループメンバーが継続勤務する 

・PADEP-D が計画どおり実施される 

 

５．評価５項目による評価結果 

(１) 妥当性 

本案件は、以下の理由から妥当性が高いと判断される。 

グアテマラ政府の定めた「教育政策 2008-2012 年」の中で、国家教育カリキュラムの

拡充や教員の育成は、重点政策とされる「教育の質向上」の戦略目標として掲げられて

いる。これら戦略目標を達成し教育の質向上を図るため、同国政府は基礎教育の現職教

員研修を PADEP-D に一本化し、2009 年６月下旬に開始した。また、基礎教育の拡充に

よる人々の能力強化は、わが国の ODA 大綱ならびに中期政策における人間の安全保障を

基本とした政策と合致する。また、JICA の国別事業展開においても「社会サービスの向

上」を図るための協力プログラム「保健衛生及び基礎教育改善」として取り組んでおり、

基礎教育の強化は重視されている。 

PADEP-D は各種教科教育的要素や教育基礎学的要素を含み、総合的な現職教員の能力
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向上を狙ったプログラムではあるが、その中でも算数は国語と並び重視されている。フ

ェーズⅠでは、成果品として初等教育１～６年生の算数科教材（GUATEMATICA 教材）

が完成し、国定教材として認定された。しかしながら、同教材を有効に活用するために

必要な教員への研修、指導は十分には行われなかったことから、全国配布の決まった同

教材の適切な使用を促すべく、唯一の公的な現職教員研修となった PADEP-D の算数分

野に本プロジェクトが協力する必要性は高い。 

 

(２) 有効性 

 本案件は、以下の理由から有効性が見込まれる。 

 フェーズⅠで開発された GUATEMATICA 教材を適切に用いることにより、小学校教員

の算数指導力が向上することは、フェーズⅠの終了時評価調査等で明らかになっている。

また、教員の算数指導力を評価するための授業分析手法は、既にフェーズⅠで開発済み

である。この授業分析手法と併せて PADEP-D 内の公的評価を利用することで、本プロ

ジェクトの目標達成度を測定することが可能である。 

 本プロジェクトは PADEP-D 内の算数分野２講座への援助を行うが、同講座はフェー

ズⅠで開発された GUATEMATICA 教材の使用を前提として実施される。同教材の適切な

使用を促すための算数分野講義は、コアグループ(C/P)による導入研修を受けた講師が

プロジェクトの作成する「講座指導計画」と「講師用指導ガイド」を用いて実施するこ

とで、講義の質を全国レベルで担保する。 

 

(３) 効率性 

本案件は以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

本プロジェクトは、グアテマラ国教育省が国家レベルで推進する PADEP-D の算数分

野への支援を行うが、研修や講義等はプロジェクト固有のものとしてではなく、

PADEP-D の一環として行われるため、実施の際に必要となる経常経費は、ほとんど日本

側が負担する必要はない。また、本プロジェクトで育成する約 300 名の算数分野講師が

講義を行い、プロジェクト終了までに 15 県の約 20,000 名の現職教員がその講義（算数

分野２講座）を受講し、PADEP-D の課程を修了する見込みである。なお、最終的には

2017 年までに全国約 75,000 名の現職教員が同課程を修了する予定である。以上のこと

から、少ない投入で全国レベルの効果波及をねらうこのプロジェクトは、高い効率性が

見込まれる。 

さらに、グアテマラはホンジュラス PROMETAM を中心とした広域「算数大好き！」

プロジェクトの対象国であることから、同広域プロジェクトの実施する研修や在ホンジ

ュラス専門家による技術的助言を活用できる。従って日本からの直接支援のみを通じて

活動する場合に比べ、経費・移動時間・使用言語等の多様な側面において、より効率的

に技術支援を実施することができる。 

 

(４) インパクト 

本案件のインパクトは以下のように予測できる。 

フェーズⅠで作成された GUATEMATICA 教材を小学校教員が適切に使用した場合、そ
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の児童の算数科の学力が大きく向上することが、プロジェクトが毎年実施してきたテス

トによって確認されている。PADEP-D の算数分野講座を履修し、同教材の適切な利用法

を身につけた小学校現職教員が、各自の職場で算数の授業を継続的に行うことで、「教員

再教育プログラム(PADEP-D)実施地区の小学生算数科の成績が向上する」という上位目

標が達成される見込みである。 

また、PADEP-D は、算数だけでなく国語や音楽など他の教科教育、教育心理学などの

教育学分野を含む全 20 種類の講座で構成されている。本プロジェクトの協力で行われる

算数分野の「講座指導計画」や「講師用指導ガイド」の作成・改訂、研修やモニタリン

グ等の実施を通じて蓄積された知見は、PADEP-D におけるモデルとして算数以外の講座

への活用がグアテマラ側より期待されており、PADEP-D 全体への波及効果が見込まれ

る。 

さらにサンカルロス大学側は、上記指導ガイドを同大学における新規教員養成課程で

使用したいという希望を示しており、PADEP-D 終了後には本プロジェクトで育成された

人材や教材が同大学の新規教員養成課程で活用されることが期待される。 

 

(５) 自立発展性 

 以下のとおり、本案件による効果は、グアテマラ政府によりプロジェクト終了後も継

続されるものと見込まれる。 

本プロジェクトの協力ベースとなる PADEP-D は、基本的にその運営および費用負担

をグアテマラ政府が行っており、プロジェクトには主として算数分野における技術協力

が期待されている。また、コアグループの給料や講師への導入研修の経費、コアグルー

プによるモニタリングの旅費等、プロジェクトに直接関係のある経費の大半も先方政府

が負担することとなっており、オーナーシップの高い案件だと言える。 

PADEP-D は、その関連法規や協定が整備され、必要な予算は教育省により継続的に確

保される見込みであるから、全国の現職教員が PADEP-D を修了する 2017 年まで継続実

施されると考えられる。また、グアテマラ教育省は、PADEP-D により全国の現職教員の

底上げを行った後、PADEP-D で培ったノウハウを活かし、将来的に新規教員養成課程の

高等教育化をめざしていることから、2017 年以降も含めたプロジェクト成果の継続的な

活用が見込まれる。 

６．貧困・ジェンダー・環境等への配慮 

 プロジェクトで協力する PADEP-D は、開始から４年間、全国 22 県のうち貧困度合いの高

い 15 県 125 市を優先対象地域として実施する。なお、グアテマラにおける児童の留年や中途

退学は貧困層において特に顕著である。算数科の成績不振がその原因の１つと考えられてい

ることから、プロジェクトの実施が貧困層における留年・中途退学の減少に寄与するものと

期待される。 

また、グアテマラでは、就学における男女・民族格差が見られる地域もある。フェーズⅠ

では、男女・民族の平等に配慮した表現や挿絵を教材に使用したが、フェーズⅡにおいても

同様の配慮を行う。 

なお、本プロジェクトにおいて、自然環境に対する直接的負の影響はほとんどないと考え

られる。 
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７．過去の類似案件からの教訓の活用 

類似案件の有無：有 

(１) 非専属コアグループメンバーの強化（GUATEMATICA フェーズⅠ） 

 フェーズⅠでは、教材開発や研修実施の中心となるコアグループ人材(C/P)の育成、

特に非専属のコアグループメンバーへの技術移転が不十分だったことが課題として挙げ

られる。フェーズⅡでは、非専属（３名）のコアグループメンバーも確実にプロジェク

トの活動に参加するよう、各週の非専属メンバーの勤務曜日を統一することで先方と合

意した。また、毎月行われる関係者会議において、翌月のモニタリング実施日等を調整

することで、コアグループメンバー全員が情報を共有し、一体となって活動できる体制

を築くこととした。 

 

(２) 現地人材の活用（GUATEMATICA フェーズⅠ） 

 フェーズⅠでは、長期日本人専門家(1 名)、コアグループに加え、プロジェクト調整

チーム（プロジェクトコーディネーター、グラフィックデザイナー、秘書等）を設置す

るという実施体制をとった。プロジェクトコーディネーターには教育省内での職務経験

を有し、且つ、JICA 事業に理解のある人物を配置した。この人物の豊富な人的ネットワ

ークや知見は、教育省や他ドナーとの連携やプロジェクトのインパクトを高めることに

大きく貢献した。また、プロジェクト調整チームがロジスティック業務を担当すること

で、日本人長期専門家は技術支援に徹することができた。優秀な現地人材の活用は、予

算とその効果の観点から、有効性や効率性が高いと思われることから、フェーズⅡにお

いてもその活用を検討する。 

 

(３) 研修教材の活用（ホンジュラス算数指導力向上プロジェクト・フェーズⅡ、エルサル

バドル算数指導力向上プロジェクト） 

 ホンジュラスにおける教員養成学校や教育大学の教官への研修、また、エルサルバド

ルにおける現職教員への資格付与研修のために開発された教材やその知見は、本プロジ

ェクト・フェーズⅡの中心的な活動の１つである、講座指導計画および講師用指導ガイ

ドの作成に活用できる。 

８．今後の評価計画 

(１) 終了時評価：2012 年 ５月頃 

(２) 事後評価 ：2015 年 10 月頃（プロジェクト終了後３年後） 

 



 
 
 
 
 

付 属 資 料 
 

 

１．詳細計画策定調査報告書（平成 21 年７月作成） 

 

２．詳細計画策定調査（M/M）【西語、和訳】 

 

３．討議議事録（R/D）【西語、英語】 

 

４．ミニッツ（M/M）【西語、英語】 
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第１章 詳細計画策定調査団の派遣 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

１－１－１ 派遣の背景 

グアテマラでは、初等教育の純就学率が 2006 年には 94.5％となるなど、学校へのアクセス

はある程度達成されたものの、教育の質が不十分であることが問題として指摘されている。

USAID が 2004 年に実施した現職教員対象の算数と国語のテストでは、正答率の平均はそれぞ

れ 25.8％と 58.4％であった。また、教育省が 2006 年に実施した教員候補者への算数と国語の

テストの結果、合格点に達した者は３割に満たなかった。教員の質は児童の学力にも影響を与

えており、政府が実施した学力テストにおいて算数の合格点に達した児童の割合は、2004 年に

は 14％、2005 年には 16.9％である。また、UNESCO が 2006 年に実施した算数と国語の学力調

査では、グアテマラはラテンアメリカ・カリブ諸国の参加 15 ヵ国中 14 位という結果であった。

周辺国との比較でも同国の算数と国語の学習が不十分であることが明らかとなり、教育省は学

力向上のための具体的方策を模索していた。 

こうした状況の下、グアテマラ政府はホンジュラス共和国算数指導力向上プロジェクト

（PROMETAM）の成果を踏まえ、算数科教材の作成と教育省職員などグアテマラ人材の算数

教育に関する能力強化への支援をわが国に要請し、「算数指導力向上プロジェクト

（GUATEMATICA）」が 2006 年４月から 2009 年３月まで実施された。 

 同プロジェクト（フェーズⅠ）では、成果品として初等教育１～６年生の算数科教材（教師

用指導書、児童用作業帳）が完成した。同教材は国定教材として全国配布が決定するなど、大

きな成果を収めた。しかしながら、2008 年８月に実施された終了時評価では、同教材を有効に

活用するためには、適切な教員研修、教員の指導力向上が必要であることが確認された。 

これらを踏まえ、グアテマラ政府から教員研修の強化等を通じて、同教材の使用状況の改善

及び小学校教員の算数指導力向上を図る「算数指導力向上プロジェクト フェーズⅡ

（GUATEMATICAⅡ）」に対する技術支援がわが国に対して要請された。なお、同国の現職教

員研修は 2009 年６月 24 日に開始した教員再教育プログラム(PADEP-D)1に一本化されること

となった。本プログラムは 2017 年までに全国の現職教員（就学前・初等）に２年間の課程を

履修させることで、短大卒業相当の資格(Profesorado)を付与するものである。わが国には、同

プログラム内の算数教育分野への技術支援が求められている。 

 

１－１－２ 調査団派遣の目的 

本調査では、2009 年９月に予定されている R/D 署名に向けてプロジェクト実施の妥当性を

確認し、先方政府および国立サンカルロス大学(USAC)と協議のうえプロジェクト基本計画を

策定し PDM・PO（案）を作成することを主たる目的とする。具体的な内容は以下のとおり。 

(１) 先方協力ニーズとの整合性を確認し、プロジェクト協力の妥当性を確認する。 

(２) プロジェクト活動のベースとなる教員再教育プログラム(PADEP-D)の実施体制、現状

を仔細に確認する。 

 
                                                   
1 教員再教育プログラム(PADEP-D)の詳細については、第２章（２－２）を参照。 
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(３) 協力基本計画および実施体制の詳細を検討し（広域プロジェクトとの連携を含む）、

グアテマラ教育省および USAC と協議の上、PDM（案）を作成する。 

(４) 広域プロジェクトによる投入を考慮し、グアテマラとの二国間協力に関するプロジェ

クト期間中の PO（案）を策定する。 

(５) 上記内容について、グアテマラ教育省および USAC とミニッツにて合意する。 

 

１－２ 調査団員の構成 

氏  名 所  属 担  当 

西方 憲広 
JICA 国際協力専門員 

人間開発部課題アドバイザー 
総括/団長 

丹原 一広 
ホンジュラス算数指導力向上プロジェクト 

長期専門家（PROMETAM 副総括） 
広域協力 

古川  顕 
JICA 人間開発部 基礎教育グループ基礎教育第二課

ジュニア専門員 
協力企画 

 

１－３ 調査日程 

2009 年７月 18 日～７月 30 日 （西方団長、古川団員）*７/15～７/18 エクアドル訪問 

2009 年７月 22 日～７月 30 日 （丹原団員） 
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詳細日程は以下のとおり。 

日順 月日 行     程 

1 7/18 土 （西方・古川） 20:12 グアテマラシティ着(CM390) 

2 7/19 日 資料整理、団内打合せ 

3 7/20 月 10:00 プロジェクトコアグループ（Grupo Núcleo：GN）との打合せ 

4 7/21 火 

10:00 USAC との協議 

14:30 教育省教育次官アドバイザーとの協議 

18:00 JICA グアテマラ駐在員事務所との打合せ 

5 7/22 水 
ミニッツ案の作成、GN とのワークショップ 

（丹原）19:40 テグシガルパ発 → 21:05 グアテマラシティ着 (TA706) 

6 7/23 木 団内打合せ、ミニッツ案作成、ミニッツ案提出 

7 7/24 金 
午前 団内打合せ 

午後 PADEP-D 算数講義の視察のためキチェ県へ移動 

8 7/25 土 
08:30 PADEP-D 算数講義の視察（GN および一般講師のもの） 

午後 グアテマラシティへ移動 

9 7/26 日 団内打合せ、資料整理 

10 7/27 月 

午前 JICA グアテマラ駐在員事務所との打合せ、ミニッツ案修正 

14:00 教育省国内外援助調整局（Dirección de Cooperación Nacional e 
Internacional del Ministerio de Educación：DICONIME）との協議 

14:30 教育省次官との協議 

11 7/28 火 
午前 ミニッツ署名、GN とのワークショップ 

午後  GN とのワークショップ、資料整理 

12 7/29 水 

午前 GN とのワークショップ 

15:30 在グアテマラ国日本大使館への報告 

16:30 JICA グアテマラ駐在員事務所への報告 

13 7/30 木 

（丹原）8:00 グアテマラシティ発 → 9:30 テグシガルパ着 (TA701) 

（西方・古川） 11:50 グアテマラシティ発 → 15:50 ヒューストン着 

(CO459) 

14 7/31 金 （西方・古川） 10:50 ヒューストン発  (CO459) 

15 8/1 土 14:20 成田着（第１ターミナル） 
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１－４ 主要面談者リスト 

グアテマラ教育省 (Ministerio de Educación：MINEDUC） 

María Luisa Ramírez de Flores 教育技術担当次官 

Miguel Ángel Franco 教育技術担当次官顧問 

Eugenia Oliva de Rodríguez 教育省国内外援助調整局(DICONIME)局長  

Cayetano Salvador DIGECADE 技官 

Alejandro Asijtuj DIGECADE 技官 

  

国立サンカルロス大学(USAC)/中等教育教員養成学校(Escuela de Formación de Profesores de 
Enseñanza Media：EFPEM) 

Óscar Hugo López EFPEM 校長(USAC) 

Hasler Calderón EFPEM 教官 

 

キチェ県 サン・ペドロ・ホコピラス市 兼 サン・バルトロメ・ホコテナンゴ市 

José Hernández PADEP-D 市コーディネーター 

  

在グアテマラ日本国大使館 

鈴木 一泉 特命全権大使 

森田 聡 一等書記官 

  

JICA グアテマラ駐在員事務所 

佐佐木 健雄 所長/駐在員 

青木 英剛 次長/企画調査員 

Rina Rouanet de Núñez 在外専門調整員 
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第２章 調査結果 
 

２－１ 調査結果要約 

 算数指導力向上プロジェクト（GUATEMATICA）フェーズⅠでは、GUATEMATICA 教材（１～

６年生の算数科の教員用指導書と児童用作業帳）が完成し、国定教材としての全国配布が決定し

た。フェーズⅡでは、同教材がグアテマラ全国において適切に使用されるよう、小学校現職教員

へ行う研修（講義等）に対する技術的なサポートを行う。なお、グアテマラの現職教員研修は、

2009 年６月下旬に開始された教員再教育プログラム(PADEP-D)に一本化されたため、本プロジ

ェクトは PADEP-D 全 20 講座のうち算数分野２講座への協力を行うとことする。 

 PADEP-D は、2009 年４月にその全体計画ができ、非常に短期間のうちに集中的に準備を進め、

2009 年 6 月 24 日に開始された。４月に日本側に提出された全体計画から、調査時点である 2009

年７月までに、計画の大枠そのものに変更はないものの、実施に向けてより具体化されたため、

現地ではまず、プロジェクト・フェーズⅡの土台ともいうべき、PADEP-D の詳細を確認した。

PADEP-D の詳細を確認したうえで、プロジェクト・フェーズⅡでは以下のような協力を日本側

が行うことで、教育省および USAC と合意した。 

 フェーズⅡでは、「教員再教育プログラム(PADEP-D)を受講した小学校教員の算数指導力が向

上する」ことをプロジェクト目標とし、この目標を達成するために PADEP-D の算数分野２講座

の「講座指導計画」および「講師用指導ガイド」を開発するととともに、算数講座講師の指導能

力向上を図る。受講者が小学校で行う実習（授業実践）を監督・指導する実習監督者(Asesor 
Pedagógico)に関しては、実施体制に不明瞭な点が多いこと、また、地域的にも全国レベルで拡散

して活動するため、プロジェクトとして責任をもって把握し、援助することは極めて困難である

ため、プロジェクトの対象外とした。 

 投入に関しては、プロジェクト終了後も PADEP-D 実施のために必要となる経常経費は、グア

テマラ側の負担とすることで合意した。そのためフェーズⅡにおける日本側の経費負担は最小限

に抑えられている。 

 なお、今回の調査で作成した PDM 案、PO 案については、別添資料を参照されたい。 
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２－２ 教員再教育プログラム (PADEP-D)の概要 

教育省関係者、EFPEM/USAC長、市コーディネーター等からの聞き取りおよび収集した資料な

どから明らかになった PADEP-D の概要は以下の表のとおりである。 

期間 2009 年６月 24 日開始、2017 年終了予定。 

目的 

・現職教員による教育実践の向上と児童の学習の質の確保 

・教科知識習得、指導法習得、教育心理学と各教科の関連性強化、現状把握の４点が

重点。 

基本的 

性格 

・２年間の高等教育（短大:Profesorado）レベルのプログラム。 

・勤務時間外（原則毎土曜日）に実施し、現職教員の自発的な参加が前提。 

・各講座は、大学での講義（座学）と教育現場での実習（授業実践）で構成される。

・受講費用は教育省の奨学金で賄われるが、受講者は修了後、少なくとも２年間教員

として勤務する必要がある。 

・修了者には、教員としての基本給に手当が加算されて支給される予定。手当の金額

については検討中。 

対象者 

・2009 年の履修者は、合計約 6,500 名。 

・2010～2016 年は毎年、就学前教育教員 4,000 名、初等教育教員 10,000 名程度が新

規履修者となる予定。ただし、予算等の関係で新規履修者数を絞り込む可能性があ

る。 

・開始当初４年間の対象は、政策的優先度の高い貧困 15 県 125 市（全 22 県 333 市中）

の教員に限定。開始年である 2009 年は、この中でも特に貧困度の高い９県 45 市を

対象とする。（９県：サンマルコス県、トトニカパン県、キチェ県、ソロラ県、ウエ

ウエテナンゴ県、ペテン県、チキムラ県、アルタ・ベラパス県、バハ・ベラパス県）

受講資格 

・国公立の小学校もしくは幼稚園の教員であり、正規の教員資格を有すること。 

・自身の教育実践を向上させたいという意欲を有し、自発的な参加が可能なこと。 

・受講者の募集は各県の教育事務所を通じて行う。 

専攻 

初等教育課程 

・初等教育課程（Profesorado de Educación Primaria Intercultural） 

・二言語初等教育課程（Prof. de Educación Primaria Bilingüe Intercultural） 

就学前教育課程 

・就学前教育課程（Prof. de Educación Preprimaria Intercultural） 

・二言語就学前教育課程（Prof. de Educación Preprimaria Bilingüe Intercultural） 

講座 

・２期制とし、各期（６ヵ月間）に５講座を履修し、２年間で全 20 講座を履修する。

・前半 10 講座は共通講座、後半 10 講座は専門講座。 

 

初等教育課程の内容： 

・人文社会分野：①グアテマラの社会文化的状況、②多文化・異文化間教育 

        ③職業倫理と教師の仕事 

・教職教養分野：④算数・数学と論理的思考、⑤コミュニケーションと言語、 

⑥子どもの発達、⑦教育心理学 

・教授技術分野：⑧調査と職能成長、⑨教育マネジメントと教育法規、⑩教育計画・

教育評価、⑪TIC、⑫カリキュラムの実践、⑬特別支援教育への対

応、⑭カリキュラム実践：芸術、⑮カリキュラム実践：体育、⑯カ

リキュラム実践：算数、⑰カリキュラム実践：コミュニケーション

と言語、⑱カリキュラム実践：自然科学、⑲カリキュラム実践：社

会科学と市民育成、⑳カリキュラム実践：職業教育開発 
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単位／ 

時間数 

・２年間で全 20 講座の履修が必要となる。原則として、２ヵ月間で２講座を履修する。

２・３月で２講座、４・５月で２講座と進み、12 月を休みとする。（2009 年に限り、

年度の途中で開始したため、７・８月で２講座、９・10 月で２講座、11 月に１講座

を行い、12 月を休暇とする）。 

・単位に関しては原則として PADEP-D 参加大学の規準で運営することとするが、教

育省は各講座の最低基準として理論（座学）は 32 時間、実習（授業）は 64 時間が

必要と定めている。 

・通常、受講者は毎土曜日の午前中に４時間、午後に４時間の講義を受ける。（例：午

前に算数、午後に国語の講座） 

評価 

USAC の評価基準 

・Zona（領域） 70 点…中間テスト(20 点×２)、課題など。最低基準 41 点 

・最終試験 30 点…最低基準 11 点 

・出席…２回以上土曜日の講座を欠席すると、翌年度有料で再履修となる。 

・実習の評価基準については現在作成中のため詳細不明。今のところ、portafolio と呼

ばれる課題ファイルを作成、蓄積させて、それを卒業課題として２年目の終わりに

発表させる予定。 

講師 

・講座講師（Formador）は学期毎に実施大学が選考し契約する。2009 年の講師はその

ほとんどが USAC の教員。 

・講座講師は各学期開始前に導入研修(Inducción)を受講することが義務づけられる。

導入研修は教育省技官と実施チームにより行われる。今回の算数講座に関する導入

研修は６月 28 日から７月２日の平日５日間、グアテマラシティの EFPEM/USAC で

実施された。 

・講座講師の応募条件： 

① 応募講座に関係のある学士号（修士号取得者を優先） 

② 応募するレベル（就学前教育または初等教育）の教員経験 

③ 教員養成および多文化教育の知識および経験 

④ カリキュラム改訂や教育改革のプロセスに関する知識 

⑤ グループ学習の知識・技術 

⑥ プロとしての積極性 

・今回の算数・国語講師の実際の応募条件は、a.数学か国語の学士号、又は b.数学か

国語の中等教育の免許を持ち且つ初等教育での教員経験を有する者。今のところ書

類選考のみ。 

・講座講師の手当は大学の規準に準ずる。学士号所有者で、約 4,000 ケツァル/月（約

500 ドル）。 

・2009 年は、算数講座講師として 55 名が導入研修を受講し、うち 45 名が修了。2009

年は延べ 70 名程度の講師が必要となるが、45 名のうち一部の講師が午前・午後の二

つの講座を受け持つことで対応する。講座を行う GN の４名は 45 名には含まれてい

ない。３年間で約 300 名程度を育成予定。 

実習 

監督者 

・実習監督者(Asesor Pedagógico)が、実習部分の指導を行う。 

・実習監督者の応募条件は、教育学あるいは類似の学士号取得者であること。 

・勤務は月～金曜日で、各市のコーディネーターと兼任することも可能。 

・２ヵ月に３～４回、受講者を訪問し実習指導する見込み。 

・実習の観察シートは現在 USAC が作成中。評価については不確かな部分が多い。 

・2009 年には 55 名の実習監督者を雇用予定。 

・給与は約 12,000 ケツァル/月(約 1,500 ドル、交通費込み)。 
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実施主体 

・プログラム全体の実施主体は教育省。教育省と実施大学が協定を結び、教育省が定

める規定に従って実施大学が実際のプログラム運営を行う。 

・2009 年は国立サンカルロス大学（USAC）のみが PADEP-D 実施機関であるが、2010

年からは私立大学も参加予定。ただし、私立大学は実施に専念し、プログラム内容

には介入しない。 

実施体制 

 

・教育大臣→技術審議会（Consejo Técnico）→調整局（Coordinación General）→県教

育事務所→市調整拠点（Sede Municipal） 

・ただし、各レベルにおいて教員組合や大学と連携する。 

市 

コーディ

ネーター 

・原則として各市に１名のコーディネーターを配置する。 

・コーディネーターは講義の行われる土曜日に、会場となる学校等で勤務する。勤務

時間は 7:00-18:00。 

・任務は、受講者の出欠情報、成績、テストなどを EFPEM/USAC と講師・実習監督

者の間に入り、仲介する役目。現在のところ、平日に１日、EFPEM/USAC に集まり、

前週の講義の報告を行うと共に、テスト等の必要物を受け取っている。 

・応募条件は、教育学、大学運営に関する分野の学士号を取得していること。書類に

よる選考で、契約は６ヵ月間。 

実施基準 

使用教材 

・実施基準は教育省の作成した“SINAFORHE”（全国教育人材育成システム Sistema
 Nacional de Formación del Recurso Humano Educativo del Ministerio de Educación）

・各講座の運営指針は「講座指導計画」（Programa del curso） 

・各講義の実施指針は「講師用指導ガイド」（Guía para Formadores） 

実施場所 
・全国の国公立教育関係施設(主として初等・中等教育施設)を会場として教育省が各

市に割り当てる。 

予算 
・教育省は 2009年の予算として 2,200万ケツァル(約 275万ドル)を計上。３年間  で

２億 1,600 万ケツァル（約 2,700 万ドル）の予算を予定。 

法的根拠 

・憲法、国家教育法、国家教員尊厳法に教員研修関連記述があり、法的根拠となる。

・和平協定、教育改革構想、教育省－教員組合間の政策協定など法的効力を有する各

種協定にも教員研修関連記述があり、法的根拠に準ずる。 

・政府の教育政策として国民に提示しており（マニフェスト）、法的根拠に準ずる。 

・PADEP-D については、教育省、全国教員組合(ANM)、全国教育審議会(CNE)の三

者による協定が結ばれている。 

 

 

２－３ プロジェクトの概要 

 既述のように、本プロジェクトはグアテマラ国唯一の公的な現職教員研修となった PADEP-D
の算数分野２講座への技術的支援を行うことで、PADEP-D を受講した小学校教員の算数指導力

の向上を図る。全国レベルで展開する PADEP-D の中で、プロジェクトが受講者である全国の小

学校教員に直接講義等を行うことは物理的に不可能であるので、プロジェクトでは導入研修など

を通じた PADEP-D の算数講座を担当する講師の能力向上、および彼らが使用する「講座指導計

画」および「講座指導ガイド」の作成・改訂等を行うことで小学校教員の算数指導力向上を図る。

また、導入研修の改善、講座指導計画と講座指導ガイドの改訂のために、導入研修や算数講座、

受講者が小学校で行う実習（パイロット校として８校を予定）のモニタリングを適宜行う。 

PADEP-D の算数分野２講座では、フェーズⅠで作成した GUATEMATICA 教材を受講者が所有

していることが必要条件となるが、教材の全国配布が決まったものの、本調査時点ではまだ全教

員に行き渡っていないのが現状である。教材の不足分を補うため、教育省は 2010 年度の

GUATEMATICA 教材の印刷・配布費として前年度比 100 万ケツァルの増額を決定した。PADEP-D
受講者の GUATEMATICA 教材の適切な使用法の理解を促すために、少なくとも１学年分の

GUATEMATICA 教員用指導書と児童用テキストを 2010 年以降の全ての PADEP-D 受講者に対し
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配布することを教育省は確約した。また、受講者が他学年の教材を手にすることができるよう、

各学校に少なくとも一揃えの GUATEMATICA 教員用指導書を備えることを約束した。 

プロジェクトの実施体制としては、グアテマラ側に計５名の GN（コアグループ、C/P）を配置

する。５名のうち２名（教育省 教育の質管理局 Dirección General de Calidad Educativa：DIGECADE）
はプロジェクト専属、残りの３名（教育省 DIGECADE 1 名および二言語教育管理局（Dirección 
General de Educación Bilingüe Intercultural：DIGEBI）１名、USAC １名）はプロジェクト非専属の

GN である。非専属 GN３名は、週に１日、同日に勤務する。なお、非専属 GN３名の勤務日、モ

ニタリング実施日等については、毎月行われる調整委員会で決定する。 

 日本側は、長期専門家（算数教育）１名の派遣を予定しているが、スペイン語で業務が可能な

人材の確保に時間がかかる場合は、短期専門家の派遣も検討する。ホンジュラス PROMETAMⅡ

の終了予定である 2011 年３月までは、広域「算数大好き！」プロジェクトの枠組みにおいて、

PROMETAMⅡからの支援も活用する。また、グアテマラ国内のプロジェクト活動の支援・調整、

他国での研修活動の調整等を主業務とするコーディネーターなど、現地コンサルタントを必要に

応じて雇用しプロジェクトの円滑な運営をはかる。 

 

 

プロジェクト概要 

実施期間 2009 年 11 月～2012 年 10 月（予定） 

上位目標 
教員再教育プログラム(PADEP-D)実施地区の小学生算数科の成績が向上す

る 

プロジェクト目標 
教員再教育プログラム(PADEP-D)を受講した小学校教員の算数指導力が向

上する 

アウトプット 

（成果） 

１．PADEP-D の算数分野講座で使用する講座指導計画と講師用指導ガイド

の質が向上する 

 

２．PADEP-D の算数講座講師の能力が向上する 

 

３．PADEP-D の実施地区の講座講師、教員、教育省職員等の算数指導力向

上に対する意欲が高まる 
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活 動 

1-1．広域「算数大好き！」プロジェクトが実施する広域研修に参加する 

1-2．PADEP-D の算数分野２講座の講座指導計画作成のための活動計画を

立てる 

1-3．講座指導計画を作成する 

1-4．講座指導計画を教育省、国立サンカルロス大学と共有する 

1-5．講座指導計画を必要に応じて改訂する 

1-6．PADEP-D の算数分野２講座の講師用指導ガイド作成のための活動計

画を立てる 

1-7．講師用指導ガイドを作成する 

1-8．講師用指導ガイドを教育省、国立サンカルロス大学と共有する 

1-9．教員再教育プログラム算数講座において講師用指導ガイドを試用する

1-10.算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする（サンプリング） 

1-11.モニタリング（算数講義の観察）の結果を分析する 

1-12.PADEP-D の算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリン

グする（サンプリング） 

1-13.モニタリング（実習の観察）の結果を分析する 

1-14.必要に応じて講師用指導ガイドを改訂する 

1-15.講座指導計画と講師用指導ガイドを完成させる 

 

2-1．PADEP-D の算数分野２講座の講師に対して行う導入研修の実施のた

めの活動計画を立てる 

2-2．算数講座講師に対して導入研修を実施する 

2-3．算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする（サンプリング） 

2-4．モニタリング（算数講義の観察）の結果を分析する 

2-5．PADEP-D の算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリ

ングする（サンプリング） 

2-6．モニタリング（実習の観察）の結果を分析する 

2-7．必要に応じて、算数講座講師への導入研修を改善する 

 

3-1．定期刊行物を発行する 

3-2．算数指導力向上に対する意欲を喚起するためにセミナーを開催する 
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２－４ 事前評価結果の概要 

 評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から本プロジェクト

を評価した。結果概要は以下のとおりであり、本案件の実施は適切だと判断できる。 

 

（１） 妥当性 

本案件は、以下の理由から妥当性が高いと判断される。 

グアテマラ政府の定めた「教育政策 2008-2012 年」の中で、国家教育カリキュラムの拡充や

教員の育成は、重点政策とされる「教育の質向上」の戦略目標として掲げられている。これら

戦略目標を達成し教育の質向上を図るため、同国政府は基礎教育の現職教員研修を教員再教育

プログラム(PADEP-D)に一本化し、2009 年６月下旬に開始した。また、基礎教育の拡充によ

る人々の能力強化は、わが国の ODA 大綱ならびに中期政策における人間の安全保障を基本と

した政策と合致し、JICA の「グアテマラ国国別援助実施方針（案）」においても、基礎教育の

強化は援助重点分野「格差解消」への取り組みの１つとして重視されている。なお、PADEP－
D は最初の４年間、貧困地域である 15 県 125 市を優先的な対象として実施されることから、

格差解消、貧困層への支援の一環として基礎教育強化を位置づけている JICA の対グアテマラ

協力の方針とも一致する。 

PADEP-D は各種教科教育的要素や教育基礎学的要素を含み、総合的な現職教員の能力向上を

狙ったプログラムではあるが、その中でも算数は国語と並び重視されている。フェーズⅠでは、

成果品として初等教育１～６年生の算数科教材（GUATEMATICA 教材）が完成し、国定教材と

して認定された。しかしながら、同教材を有効に活用するために必要な教員への研修、指導は

十分には行われなかったことから、全国に配布された同教材の適切な使用を促すべく、唯一の

公的な現職教員研修となった PADEP-D の算数分野に本プロジェクトが協力する必要性は高い。

 

（２） 有効性 

 本案件は、以下の理由から有効性が見込まれる。 

 フェーズⅠで開発された GUATEMATICA 教材を適切に用いることにより、小学校教員の算数

指導力が向上することは、フェーズⅠの終了時評価調査等で明らかになっている。また、教員

の算数指導力を評価するための授業分析手法は、既にフェーズⅠで開発済みである。この授業

分析手法と併せて PADEP-D 内の公的評価を利用することで、本プロジェクトの目標達成度を

測定することが可能である。 

 本プロジェクトは PADEP-D 内の算数分野２講座への援助を行うが、同講座はフェーズⅠで

開発された GUATEMATICA 教材の使用を前提として実施される。同教材の適切な使用を促すた

めの算数分野講義は、GN(プロジェクト C/P)による導入研修を受けた講師がプロジェクトの作

成する「講座指導計画」と「講師用指導ガイド」を用いて実施することで、講義の質を全国レ

ベルで担保することが可能となる。 

（３） 効率性 

本案件は以下の理由から効率的な実施が見込まれる。 

本プロジェクトは、グアテマラ教育省が国家レベルで推進する PADEP-D の算数分野への支

援を行うが、研修や講義等はプロジェクト固有のものとしてではなく、PADEP-D の一環として
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行われるため、実施の際に必要となる経常経費は、ほとんど日本側が負担する必要はない。ま

た、本プロジェクトで育成する 300 名程度の算数分野講師が講義を行い、プロジェクト終了ま

でに 15 県の約 20,000 名の現職教員（最終的には 2017 年までに全国約 75,000 名の現職教員）

が算数分野２講座を受講し、PADEP-D の課程を修了する見込みである。以上のことから、少な

い投入で全国レベルの効果波及をねらうこのプロジェクトは、高い効率性が見込まれる。 

さらに、グアテマラはホンジュラス PROMETAM を中心とした広域「算数大好き！」プロジ

ェクトの対象国であることから、同広域プロジェクトの実施する研修や在ホンジュラス専門家

による技術的助言を活用できる。従って日本からの直接支援のみを通じて活動する場合に比べ、

経費・移動時間・使用言語等の多様な側面において、より効率的に技術支援を実施することが

できる。 

 

（４） インパクト 

本案件のインパクトは以下のように予測できる。 

フェーズⅠで作成された GUATEMATICA 教材を小学校教員が適切に使用した場合、その児童

の算数科学力が大きく向上することが、プロジェクトが毎年実施してきたテストによって確認

されている。PADEP-D の算数分野講座を履修し、同教材の適切な利用法を身につけた小学校現

職教員が、各自の職場で算数の授業を継続的に行うことで、「教員再教育プログラム(PADEP-D)

実施地区の小学生算数科の成績が向上する」という上位目標が達成される見込みである。 

また、PADEP-D は、算数だけにとどまらず、国語や音楽など他の教科教育、教育心理学など

の教育学分野を含む全 20 種類の講座で構成されている。本プロジェクトの協力で行われる算数

分野の「講座指導計画」や「講師用指導ガイド」の作成・改訂、研修やモニタリング等の実施

を通じて蓄積された知見は、PADEP-D におけるモデルとして算数以外の講座への活用がグアテ

マラ側より期待されており、PADEP-D 全体への波及効果が見込まれる。 

さらに USAC 側は、上記指導ガイドを同大学における新規教員養成課程で使用したいという

希望を示しており、PADEP-D 終了後には本プロジェクトで育成された人材や教材が同大学の新

規教員養成課程で活用されることが期待される。 

 

（５） 自立発展性 

 以下のとおり、本案件による効果は、グアテマラ政府によりプロジェクト終了後も継続され

るものと見込まれる。 

本プロジェクトの協力ベースとなる PADEP-D は、基本的にその運営および費用負担をグア

テマラ政府が行っており、プロジェクトには主として算数分野における技術協力が期待されて

いる。また、GN の給料や講師への導入研修の経費、GN によるモニタリングの旅費等、プロジ

ェクトに直接関係のある経費の大半も先方政府が負担することとなっており、オーナーシップ

の高い案件だと言える。 

PADEP-D は、その関連法規や協定が整備され、必要な予算は教育省により継続的に確保され

る見込みであるから、全国の現職教員が PADEP-D を修了する 2017 年まで継続実施されると考

えられる。また、グアテマラ教育省は、PADEP-D により全国の現職教員の底上げを行った後、

PADEP-D で培ったノウハウを活かし、将来的に新規教員養成課程の高等教育化をめざしている

ことから、2017 年以降も含めたプロジェクト成果の継続的な活用が見込まれる。 
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第３章 今後の課題や予定 
 

３－１ 講座指導計画・講師用指導ガイドの開発について（アウトプット１） 

 調査時点では、第１学期に開設する講座「算数・数学と論理的思考」の講座指導計画および講

師用指導ガイド第１版が、フェーズⅠから継続勤務している GN により開発され、PADEP-D で使

用されている。本調査団がグアテマラ滞在中に視察したのは、算数講座講師による第４講「加減

乗法」の講義であった。視察によって、当初の講座指導計画からの進度の遅れ、並びに改善すべ

き指導計画内容が以下のように確認された。 

 

(１) 講師用指導ガイドで採用されている算数指導法に関する主要発問はかなり練られたも

のとなっている。しかし、講座指導計画からの遅れが見られる（活動の一つずつが当初の

予定よりも時間がかかる）ことから、主要発問に対する受講教員の活動時間をもう一度確

認しながら講座指導計画を精選する必要がある。その際、研修内容の精選が必要であるが、

研修時間が非常に限られているため、研修内容をあまりに絞り込むと系統性が保てない。

ゆえに、研修時間内で取り扱えない内容については宿題等で対応し研修レベルを落とさな

いような工夫が必要である。 

 

(２) （算数講座講師モニタリングの結果）講師用指導ガイドをより使いやすく編集し直す必

要性が確認された。基本的には、講座講師に対する説明と受講教員に対する発問・指示を

明確に分けて記述する必要がある。例えば主要発問が文章の中に記述されているが、講座

講師が研修内で必ず発問するように、太字で記載する、あるいは四角で囲み見やすくする

等の工夫が必要であろう。また板書計画例の記載、より指示を明確にすべきことや留意点
2等の記載可否についても今後検討されてよいであろう。 

 

(３) 講師用指導ガイドで使用される数字・式3等をより適切なものに改訂する必要がある。

色々な判断ができる問題が散見されるが、研修時間が限られているため、研修目的に沿っ

た明確な判断基準による精選された問題を使用する必要がある。 

 

(４) 2010 年度から教育省は GUATEMATICA 教材を研修受講教員に対して配布することを本

調査団に確約したため、講師用指導ガイドには対応する GUATEMATICA 教員用指導書お

よび児童用テキストのページ数を記載する。 

  

 ３－２ 算数講座講師の育成について（アウトプット２） 

キチェ県 PADEP-D 実施サイト訪問の際、GN のカジェタノ氏による算数講義のほか、GN に

よる導入研修を受講した一般の算数講座講師の講義も視察した。同講師は講師用指導ガイドを使

用せず、本人の思いを一方的に受講者に講義するタイプの典型的な上意下達型の講義スタイルを

                                                   
2 例えば講師用指導ガイドは GUATEMATICA 教員用指導書で使用している用語を用いて作成されているが、講義のモニタリ

ング等を通して受講教員が日常的に使用する言葉を把握し、留意点等として記載する必要がある（例えば「対-coorespondencia-」
という用語を「ペア-pareja-」と表現している受講教員が散見された等）。また「足し算では大きな数を先に書いて小さい数を

後に書かなければならないのか？」など基本的な教科内容理解が不足している教員も散見されたため、留意点またはコラム等

として講師用指導ガイドに付け足すことも考える。 
3 例えば加減法計算式の系統性（繰り上がりのあるなしによる易難を判断する能力をつけたい）に関する問題において、その

他の条件（例えば桁数・０のあるなし等）を省いた計算式を提示した方が目的に沿った活動となる等。 
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とっていた。今後プロジェクトで算数講義のモニタリングを継続して実施し、講師の指導法の傾

向を把握した後、講師用指導ガイドまたは導入研修にフィードバック4することが求められる。

講師の指導法に対するパラダイム転換を促すために、導入研修やセミナー等で、めざす指導法実

践を実際に体験させる活動を入れることもプロジェクト戦略の中で検討されてよい。 

 

３－３ アウトプット１、２に関する今後の活動 

 本調査団は専属 GN2 名とアウトプット１、２の今後の活動に関して話し合いの場を持った。

GN はこれまで１回実施された導入研修、４回実施された算数講義での経験を元に、進度の遅れ

が目立ち始めたことに課題を見出しており、その理由として以下のことを挙げている。 

 

・ 受講教員の学力レベルが思いのほか低いため、躓いた箇所に関して質疑応答や補足説明をす

る必要があり、予定時間を超過した。 

・ １日４時間×８土曜日＝32 時間で講座指導計画を作成したが、実質的に休憩時間の延長、  

第１土曜日の開講式イベント等で予定された時間数が確保されない。 

・ 講師用指導ガイドに盛り込んだ内容が多すぎる。ただしこれ以上精選すると必要最小限の内

容が確保されないことも予想される。 

・ 講師が導入研修で取り扱った内容を実践していないおそれがあるため、講師用指導ガイドや

導入研修を見直す必要がある。 

 

本 GN の分析をもとに、以下のポイントを持って今後の活動を実施していくという共通理解を

得た。なお、R/D・専門家派遣が了するまで引き続き電子メール・TV 会議等を通じて継続的な支

援を実施する予定である5。 

 

(１) 講座指導計画・講師用指導ガイド開発について（アウトプット１） 

現行の講師用指導ガイドはポイントを押さえてよく書かれているものの、見やすさの面で

さらなる改善が必要である。講師がより使いやすいように編集方針を改善する。 

・ 現行の指導ガイドはテーマごとの記述であったが、全体を８つに分割し、各土曜日の

記述に編成しなおす。その際、各回の到達目標を具体的に記載することによって、講

師に進捗状況の管理責任を自覚させる。 

・ 主要発問を元に各土曜日に実施すべき活動をより明確にする。その際、到達目標評価

基準としての「期待される受講教員の反応」と「予想される受講教員の反応」を記載

する。後者に関しては GN２名の経験から、受講教員の実態に基づいた反応とその対

処法も記載する。 

・ 主要発問を元とする各活動は、問題解決型の授業形態を参考として構成する。そ   

の際、個別の学びを大切にし、自分の考えをノートに書く活動を重視する。 

・ 宿題に関しては、定着を旨としたものと次週の主要問題を考えさせるものとを混在 

させる。 
                                                   
4 例えば導入研修においてデモ研修を取り入れて算数指導法だけでなく、基本的な研修技術を学ばせる機会を設けるなどする。 
5 PADEP-D の進捗状況に合わせるため、第 1 学期の講座「算数・数学と論理的思考」の第 1 次改訂作業を 2009 年 11 月まで

に終了する。また 2009 年 11 月に同講座の導入研修が予定されていることから導入研修計画を同時並行的に改訂する必要があ

るため。 
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(２) 算数講座講師の育成について（アウトプット２） 

・ 導入研修の前後に受講者である算数講座講師に対して実施したテストでは、その正答

率が 54％から 73％に向上した。しかし、除法の筆算、垂直や平行の概念、複合図形

の面積等は事後テストでも講師の理解度に問題を残した。このことから４年生の一部、

５、６年生の学習内容を扱う第３学期「算数・数学とその指導法」では学習内容の理

解に、より困難を伴うことが予想される。講師の学力向上に関しても宿題等できちん

と対応する必要がある。 

・ GN より効果的な導入研修の手法についてのアイデアを本調査団に求められたこと  

から、導入研修の様々な手法の可能性6を提示した。今後 GN はこれらのオプションも

参考にしながら次回の導入研修に向けて改訂案を作成する。また、優秀な講師経験者

が導入研修を複数回受講することが予想されることから、彼らの知見をうまく使った

グループ学習の手法等を今後取り入れることも検討する。 

 

３－４ 広域プロジェクトによる支援 

ホンジュラス算数指導力向上プロジェクト（PROMETAM）フェーズⅡ実施期間中（2011 年３

月まで）は、同プロジェクトを中心とする「算数大好き！」広域プロジェクトの枠組みのなかで、

広域研修への参加、PROMETAM 専門家の出張による支援が行われる。現時点で予定されている

広域研修は、以下のとおりである。 

 

・ ボリビア学校教育の質向上プロジェクト（PROMECA）モジュール研修（於ボリビア。

2009 年 10 月） 

・ PROMETAMⅡ算数指導法基礎研修（於ホンジュラス。2009 年 12 月） 

・ PROMETAMⅡ広域在外研修（於ホンジュラス。2010 年４月～５月予定） 

 

PROMETAMⅡ専門家の出張については、プロジェクトの詳細活動計画や専門家の選考などの

状況を見つつ、時期や支援内容を検討する必要がある。また、グアテマラに派遣される専門家が、

ホンジュラスにおいて PROMETAM 教材の内容やこれを用いた研修の計画・実施・モニタリング

について視察・研修する機会を設けることも一案である。 

                                                   
6 一斉・集団形態を用いたデモ研修、問題解決型の研修パターン化、研修手法に対するパラダイム転換を図るための比較を通

した研修手法等。 
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第４章 団長所感 
 

４－１ GN の教材開発・研修能力向上 

 フェーズⅠで教材開発に携わった GN のカジェタノ氏の研修能力の向上がはっきりと認められ

た。フェーズⅠ初期の彼の研修は、内容の説明を凡庸に繰り返すものであったが、現在は如何に

受講教員に指導法について考えさせるか、彼らの考えを引き出して他の参加者とつなげるかを意

識した指導法に変化している。フェーズⅠ並びに広域研修の GN 強化を目的とした様々な投入が

効果を上げているものと判断できる。 

また、講師用指導ガイド開発に関しては、エルサルバドル・ホンジュラスで得られた知見7をグ

アテマラ GN と共有するという広域ならではの技術支援手法の有効性・効率性が認められたとい

ってよいかもしれない。 

 

４－２ フェーズⅡにおける技術支援の難しさ 

今後フェーズⅡにおける技術支援の難しいところは、限られた時間での導入研修（フェーズⅡ

では５日間）で、如何に算数講座講師の研修能力を高め実践力に結びつけることができるかであ

ろう。算数講座講師の多くは従来型の一方的な指導形態で数十年間の教員経験がある講師であり、

一朝一夕に彼らの行動形態を変化させることは難しい。どのような講師用指導ガイドの形態・内

容、更にはどのような導入研修の手法が彼らの行動様式を変化させることにより資するのかを、

今後試行錯誤を繰り返しながら、効果の最大化が見込める研修講師育成手法の構築をめざして活

動することとなる。フェーズⅡ終了時には、本知見が制度化されグアテマラに残ること、更には

JICA のこの種のカスケード型研修における講師育成に関する知見が蓄積され、他のプロジェクト

に応用されていくことが期待される。 

 

                                                   
7 算数指導法に関する能力を向上させるために、どのような研修が効果的かという研修活動の類型化とそれに付随する発問の

一般化。本研修マニュアル開発には運営指導での WS・その後のメールでの支援・２回の TV 会議投入を実施。遠隔地の技術

支援効果が認められたのは、ある程度 GN の能力が向上していたため技術支援を受け入れる能力的な素地があったためと考え

られる。 
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ミニッツ（概訳） 
 

JICA 詳細計画策定調査団とグアテマラ国政府関係者は算数指導力向上計画プロジェクト・フ

ェーズⅡの実施に必要な事項について協議し、別添のとおり合意した。 
 
 

グアテマラ・シティ 2009 年７月 28 日 
 

（署名者） 
マリア・ルイサ・ラミレス・デ・フローレス 教育省 技術担当次官 
オスカル・ウゴ・ロペス 中等教育教員養成学校長 / サンカルロス大学 
西方憲広  JICA 詳細計画策定調査団長 
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参加者リスト 
 

JICA とグアテマラ側の協議はグアテマラ市で行われた。参加者は以下のとおり。 
 
 
グアテマラ側 
 
教育省 
   María Luisa de Flores  教育技術担当次官 
   Miguel Ángel Franco  教育技術担当次官顧問 
   Eugenia de Rodríguez 教育省国内外援助調整局長–DICONIME 
 
サンカルロス大学 
Óscar Hugo López 中等教育教員養成学校長 / サンカルロス大学 
 
 
 
日本側 
 
JICA グアテマラ事務所 
佐佐木 健雄 所長 
青木 英剛  次長 
 
詳細計画策定調査団 
西方 憲広 総括/団長 
丹原 一広 広域協力 
古川 顕  協力企画 
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添付文書 
 

Ⅰ プロジェクト概要 
 

両者は、プロジェクトの概要について合意した。プロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）案、活動計画（PO）案は添付のとおりである。これらの詳細は、遅くとも 2009 年９

月までに討議議事録（R/D）において決定する。 
 
上位目標 

教員再教育プログラム(PADEP-D)実施地区の小学生算数科の成績が向上する 
 
プロジェクト目標 

教員再教育プログラム(PADEP-D)を受講した小学校教員の算数指導力が向上する 
 
成果 

1.  PADEP-D の算数分野講座で使用する講座指導計画と講師用指導ガイドの質が向上する 
2.  PADEP-D の算数講座講師の能力が向上する 
3.  PADEP-D 実施地区の講座講師、教員、教育省職員の算数指導力向上に対する意欲が高まる 

 
活動 

1-1. 広域「算数大好き！」プロジェクトが実施する広域研修に参加する。 
1-2. PADEP-D の算数分野２講座の講座指導計画作成のための活動計画を立てる。 
1-3. 講座指導計画を作成する。 
1-4. 講座指導計画を教育省、国立サンカルロス大学と共有する。 
1-5. 講座指導計画を必要に応じて改訂する。 
1-6. PADEP-D の算数分野２講座の講師用指導ガイド作成のための活動計画を立てる。 
1-7. 講師用指導ガイドを作成する。 
1-8. 講師用指導ガイドを教育省、国立サンカルロス大学と共有する。 
1-9. 教員再教育プログラム算数講座において講師用指導ガイドを試用する。 
1-10. 算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする。（サンプリング） 
1-11. モニタリング（算数講義の観察）の結果を分析する。 
1-12. PADEP-D の算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリングする。（サン

プリング） 
1-13. モニタリング（実習の観察）の結果を分析する。 
1-14. モニタリングの分析結果をもとに、必要に応じて講師用指導ガイドを改訂する。 
1-15. 講座指導計画と講師用指導ガイドを完成させる。 

 
2-1.  PADEP-D の算数分野２講座の講師に対して行う導入研修の実施のための活動計画を立

てる。 
2-2. 算数講座講師に対して導入研修を実施する。 
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2-3. 算数講座講師の行う算数講義をモニタリングする。（サンプリング） 
2-4. モニタリング（算数講義の観察）の結果を分析する。 
2-5.  PADEP-D の算数講座受講者が小学校で行う実習（授業）をモニタリングする。（サン

プリング） 
2-6. モニタリング（実習の観察）の結果を分析する。 
2-7. 必要に応じて、算数講座講師への導入研修を改善する。 

 
3-1. 定期刊行物を発行する。 
3-2. 算数指導力向上に対する意欲を喚起するためにセミナーを開催する。 

 
Ⅱ プロジェクト期間 
 2009 年 11 月から 2012 年 10 月までの３年間。（予定） 
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Ⅲ カウンターパート（コアグループ） 
教育省（MINEDUC）は２名の算数教育専門の技官を引き続きプロジェクト専属で、他の２

名の算数教育専門の技官をパートタイム（週１日）でプロジェクトに配置する。サンカルロ

ス大学（USAC）は１名の算数教育専門の教官をパートタイム（週１日）でプロジェクトに配

置する。 
プロジェクト活動の円滑な実施のため、パートタイムの教育省カウンターパートと大学の

カウンターパートは、プロジェクトでの活動日を同一とする。コアグループの実施するモニ

タリング、特別な活動など活動日の追加が必要な場合は、調整委員会（CC）で設定する。 
コアグループの役割については別添９のとおりである。 

 
Ⅳ （教員再教育プログラムのために）必要な教材の配布 

教育省は教員再教育プログラム（PADEP-D）に参加する教員のグアテマティカの指導法の

適切で深い理解を促すために、GUATEMATICA 指導書とテキストを PADEP-D に参加する全

ての教員に配布することを確約した。 
 
Ⅴ モニタリング 

プロジェクトは、教育省と共同で、PADEP-D 実施地域から小学校８校を選定し、プロジェ

クトのインパクト評価や講師用指導ガイドおよび導入研修改善のために、定期的なモニタリ

ングを実施する。教育省はこのモニタリングに必要なコアグループの旅費を支給することを

確約した。 
 
Ⅵ プロジェクト開始までのスケジュール 
 

2009 年８月 JICA 内手続き 
2009 年９月 討議議事録（R/D）作成・協議 

討議議事録（R/D）署名 
2009 年 11 月 プロジェクト開始 

 
 
Ⅶ 別添資料 
別添 1 PDM 
別添 2 実施体制図 
別添 3 PO 
別添 4 PADEP-D 算数分野実施体制図 
別添 5 関係者リスト 
別添 6 関係者の役割分担 
別添 7 合同調整委員会 
別添 8 調整委員会 
別添 9 コアグループ 
別添 10  予算（グアテマラ側投入） 
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指

導
計

画
を

必
要

に
応
じ

て
改

訂
す

る
 

1
-
6
.
 

PA
D

EP
-D

の
算

数
分
野

２
講
座

の
講

師
用

指
導

ガ
イ

ド
作
成

の
た

め
の

活
動

計
画

を
立

て
る

 

1
-
7
.
 
講

師
用

指
導

ガ
イ

ド
を

作
成
す

る
 

1
-
8
.
 
講

師
用

指
導

ガ
イ

ド
を

教
育
省

、
国

立
サ

ン
カ

ル
ロ

ス
大
学

と
共

有
す

る
 

1
-
9
.
 
教

員
再

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
算
数

講
座

に
お

い
て

講
師

用
指
導

ガ
イ

ド
を

試
用

す
る

 

1
-
1
0
.
 算

数
講

座
講

師
の

行
う

算
数
講

義
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

（
サ

ン
プ

リ
ン

グ
）

 

1
-
1
1
.
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

算
数

講
義
の

観
察

）
の

結
果

を
分

析
す
る

 

1
-
1
2
.
 P

A
D

EP
-D

の
算

数
講
座

受
講
者

が
小

学
校

で
行

う
実

習
（
授

業
）

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
（

サ
ン
プ

リ
ン

グ
）

 

1
-
1
3
.
 モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

実
習

の
観
察

）
の

結
果

を
分

析
す

る
 

1
-
1
4
.
 必

要
に

応
じ

て
講

師
用

指
導
ガ

イ
ド

を
改

訂
す

る
 

1
-
1
5
.
 講

座
指

導
計

画
と

講
師

用
指
導

ガ
イ

ド
を

完
成

さ
せ

る
 

 2
-
1
.
 

PA
D

EP
-D

の
算

数
分
野

２
講
座

の
講

師
に

対
し

て
行

う
導
入

研
修

の
実

施
の

た
め

の
活

動
計

画
を
立

て
る

 

2
-
2
.
 
算

数
講

座
講

師
に

対
し

て
導
入

研
修

を
実

施
す

る
 

2
-
3
.
 
算

数
講

座
講

師
の

行
う

算
数
講

義
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

（
サ

ン
プ

リ
ン

グ
）

 

2
-
4
.
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

算
数

講
義
の

観
察

）
の

結
果

を
分

析
す
る

 

2
-
5
.
 

PA
D

EP
-D

の
算

数
講
座

受
講
者

が
小

学
校

で
行

う
実

習
（
授

業
）

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
（

サ
ン
プ

リ
ン

グ
）

 

日
本
側
 
 
 
 
 
 
 

 a
.
 
専
門

家
「

算
数

教
育

」
 

 b
.
 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

調
整

チ
ー
ム

 

 c
.
 
広
域

研
修

 

 d
.
 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
施

の
た
め

の
補

足
経

費
（

講
師

用
指

導

ガ
イ

ド
の

試
用

に
必

要
と

な

る
デ

ザ
イ

ン
・

印
刷

費
な

ど
）

 

 e
.
 
広
報

（
定

期
刊

行
物

、
ナ
シ

ョ
ナ

ル
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
）

 

 f
.
 
必
要

に
応

じ
た

広
域

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
の

技
術

支
援

 

 
グ

ア
テ

マ
ラ

側
 

 a
.
 C

/P
（
コ

ア
グ

ル
ー

プ
）
５

名
：
 

教
育

省
技

官
４

名
、

U
SA

C 
１
名
 

 b
.
 
講
座

講
師

に
対

す
る

導
入
研

修

の
実

施
経

費
 

 c
.
 
講
師

用
指

導
ガ

イ
ド

の
印
刷

・

配
布

経
費

、
お

よ
び

PA
D

EP
-

D
算

数
講

座
に

必
要

と
な

る
そ

の
他

教
材

の
費

用
 

 d
.
 
コ
ア

グ
ル

ー
プ

が
行

う
モ
ニ

タ

リ
ン

グ
の

旅
費

 

 e
.
 P

A
D

EP
-D

受
講
者

の
た
め

の

G
U

A
TE

M
A

TI
C

A
教
材
の
印

刷
・

配
布

経
費

 

 f
.
 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

執
務

室
 
(
 
電

気
代

、
水

道
代

な
ど

の
維

持
経

費
)
 

 

・
グ

ア
テ

マ
ラ

側

C
/P

が
継
続
勤
務

す
る

 

 ・
教

員
再

教
育

プ
ロ

グ
ラ
ム

PA
D

EP
-

D
が

計
画
ど

お
り

実

施
さ

れ
る
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前
提

条
件

 
2
-
6
.
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

実
習

の
観
察

）
の

結
果

を
分

析
す

る
 

2
-
7
.
 
必

要
に

応
じ

て
、

算
数

講
座
講

師
へ

の
導

入
研

修
を

改
善
す

る
 

 3
-
1
.
 
定

期
刊

行
物

を
発

行
す

る
 

3
-
2
.
 
算

数
指

導
力

向
上

に
対

す
る
意

欲
を

喚
起

す
る

た
め

に
セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
 

・
コ

ア
グ

ル
ー

プ

(
C
/
P
)の

技
官

が
任

命
さ

れ
る

 

 ・
条

件
を

満
た

し
た

算
数

講
座

講
師

が

選
ば

れ
る
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別
添

 
3 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  P
L

A
N

 O
PE

R
A

T
IV

O
 D

E
L

 P
R

O
Y

E
C

T
O

  

年
 

20
09

 
20

10
 

20
11

 
20

12
 

活
動

  /
  月

 
11

 
12

 
1 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7 
8

 
9

 
10

 
11

 1
2

 
1 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7 
8

 
9

 
10

 1
1 

12
 

1 
2

 
3

 
4

 
5

 
6

 
7 

8
 

9
 

10
 

1-
1.

  広
域
「
算
数
大
好
き
！
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
す
る

広
域
研
修
に
参
加
す
る

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

  
  

1-
2.

  P
A

D
EP

-D
の
算
数
分
野
２
講
座
の
講
座
指
導
計
画
作
成

の
た
め
の
活
動
計
画
を
立
て
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
3.

  講
座
指
導
計
画
を
作
成
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
4.

  講
座
指
導
計
画
を
教
育
省
、
国
立
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大
学

と
共
有
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
5.

  講
座
指
導
計
画
を
必
要
に
応
じ
て
改
訂
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
6.

 P
A

D
EP

-D
の
算
数
分
野
２
講
座
の
講
師
用
指
導
ガ
イ
ド

作
成
の
た
め
の
活
動
計
画
を
立
て
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
7.

 講
師
用
指
導
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
8.

 講
師
用
指
導
ガ
イ
ド
を
教
育
省
、
国
立
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大

学
と
共
有
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
9.

 教
員
再
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
算
数
講
座
に
お
い
て
講
師
用
指

導
ガ
イ
ド
を
試
用
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
10

.算
数
講
座
講
師
の
行
う
算
数
講
義
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
11

.モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
算
数
講
義
の
観
察
）
の
結
果
を
分
析

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

－　－60



－
 
－

 
61

 

1-
12

. P
A

D
EP

-D
の
算
数
講
座
受
講
者
が
小
学
校
で
行
う
実
習

（
授
業
）
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
13

. モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
実
習
の
観
察
）
の
結
果
を
分
析
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
14

. 必
要
に
応
じ
て
講
師
用
指
導
ガ
イ
ド
を
改
訂
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

1-
15

. 講
座
指
導
計
画
と
講
師
用
指
導
ガ
イ
ド
を
完
成
さ
せ
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
1.

 P
A

D
EP

-D
の
算
数
分
野
２
講
座
の
講
師
に
対
し
て
行
う

導
入
研
修
の
実
施
の
た
め
の
活
動
計
画
を
立
て
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
2.

 算
数
講
座
講
師
に
対
し
て
導
入
研
修
を
実
施
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
3.

 算
数
講
座
講
師
の
行
う
算
数
講
義
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る

（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
4.

 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
算
数
講
義
の
観
察
）
の
結
果
を
分
析
す

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

2-
5.

 P
A

D
EP

-D
の
算
数
講
座
受
講
者
が
小
学
校
で
行
う
実
習

（
授
業
）
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
（
サ
ン
プ
リ
ン
グ
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
6.

 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
実
習
の
観
察
）
の
結
果
を
分
析
す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

2-
7.

 必
要
に
応
じ
て
、
算
数
講
座
講
師
へ
の
導
入
研
修
を
改
善

す
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

3-
1.
定
期
刊
行
物
を
発
行
す
る

 
 

 
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

3-
2.
算
数
指
導
力
向
上
に
対
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
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別添 5: 関係者リスト 

 

 

合同調整委員会  (CCC)  

 

教育省 

Licda. María Luisa de Flores (技術担当技官)  

Lic. Miguel Ángel Franco (技術担当次官顧問) 

Lic. Enrique Cortéz  (教育の質管理局長) 

Lic. Marco Tulio Morán  (教育の質管理局 PADEP-D 担当) 

 

サンカルロス大学  

Dr. Óscar Hugo López  (中等教育教員養成学校長) 

 

JICA  
グアテマラ事務所長 

日本人専門家 

 

オブザーバー: 

Licda. Eugenia de Rodríguez  (教育省国内外援助調整局長) 

Licda. Norma Alvarado  (教育省国内外援助調整局日本担当) 

Dra. Karin Slowing  (大統領府企画庁局長) 

Embajada de Japón en Guatemala  (在ホンジュラス日本国大使館) 

広域「算数大好き！」プロジェクト 

 

調整委員会  (CC)  

 

Lic. Miguel Ángel Franco (技術担当次官顧問) 

Lic. Enrique Cortéz (教育開発総局長) 

Dr. Óscar Hugo López (サンカルロス大学中等教育教員養成学校長/PADEP-D コーディネータ

ー) 

JICA プロジェクト調整チーム 

日本人専門家 

 

コアグループ (GN)  

 

フルタイム 

Lic. Cayetano Salvador (教育省教育の質管理局技官)  

Lic. Alejandro Asijtuj  (教育省教育の質管理局技官)  
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パートタイム 

Lic. Domingo Xitumul  (教育省教育の質管理局技官)  

Lic. Cayetano Rosales  (教育省二言語教育管理局技官)  

Lic. Hasler Calderón  (サンカルロス大学中等教育教員養成学校教官)  
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別添 6: 関係者の役割分担 

 

 

 

役割分担 

 
機関 活動 

 プロジェク

ト年間活動

計画の承認 

プロジェクト

進捗状況の確

認 

プロジェク

トの重要事

項に関する

意見交換 

プロジェク

ト実施に関

するその他

関連事項の

協議 

モニタリ

ング活動

に必要な

調整 

プロジェ

クト活動

の視察 

プロジェ

クト活動

への支援 

 

 

合同調

整委員

会
(CCC) 

       
 
 

調整委

員会 
(CC) 

       
 
 

 
 

機関 活動 
コアグ

ループ 
(GN) 

講師用指導

ガイドの作

成 

算数講座講師

への導入研修

の実施 

算数講座で

の講義実施 
算数講座の

モニタリン

グ 

実習（授

業）のモ

ニタリン

グ 

モニタリ

ング結果

の分析 

指導ガイ

ド、導入

研修の改

善 
教育省技官

（フルタイ

ム） 

 
 

      

教育省技官

（パートタ

イム） 
 

       

サンカルロ

ス大教官 
       

 
 
 
凡例: 

  直接担当 
   
  部分的に担当 
   
  担当しない 
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別添 7: 合同調整委員会(CCC) 

 

構成メンバー: 

 

教育省 

技術担当次官  

技術担当次官顧問 

教育の質管理局長 

教員再教育プログラム担当 

 

 

サンカルロス大学 

中等学校教員養成学校長 

 

 

JICA 
JICA グアテマラ事務所長 

日本人専門家 

 

オブザーバー 

教育省国内外協力調整局 

大統領府企画庁 

在グアテマラ日本国大使館 

「算数大好き!」広域プロジェクト 

 

 

役割: 

合同調整員会は年１回または必要に応じ随時開催する。その役割は以下のとおり。  

(1) プロジェクト年間活動計画の承認  

(2) プロジェクト進捗状況の確認  

(3) プロジェクトの重要事項に関する意見交換  

(4) プロジェクト実施に関するその他関連事項の協議  
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別添 8:  調整委員会 (CC) 

 

構成メンバー: 

 

教育省技術担当次官顧問 

教育省教育の質管理局長 

中等教育教員養成学校長 / サンカルロス大学（PADEP-D コーディネーター） 

教育の質管理局教員再教育プログラム担当 

プロジェクト調整チーム 

日本人専門家 

 

役割: 

調整員会は、実施レベルでの意思決定を担い、関係機関間のコーディネーションを行う。同委員

会は、少なくとも月１回の会合を行う。その基本的な役割は以下のとおり。 

 

(1) プロジェクトの円滑な実施に必要な関係機関間の調整 

(2) プロジェクト進捗状況確認のための会合（月１回）  

(3) コアグループによるモニタリング活動に必要な事務・手続き等の調整 

(4) 算数関連講座の視察（不定期） 
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別添 9:  コアグループ (GN) 

 

構成メンバー: 

 

教育省技官４名（教育省教育の質管理局３名、二言語教育管理局１名） 

サンカルロス大学１人 

 

勤務形態は、教育省のうち２名がフルタイム、その他教育省２名およびサンカルロス大１名がパ

ートタイム。 

 

 

役割: 

 

コアグループは、PADEP-D 算数講座の指導計画、講師用ガイド及び導入研修の作成・実施、バ

リデーションを行う。また、算数講座および実習のモニタリングを行う。 

 

コアグループの役割： 

 

1. 広域研修への参加 

2. PADEP-D 算数講座の指導計画および講師用ガイド作成 

3. 講師用ガイドのバリデーション 

4. PADEP-D 算数講座の講師に対する導入研修 

5. サンプル校での実習（授業）モニタリング 

6. 算数講座のモニタリング 

7. モニタリング結果の分析 

8. 講師用指導ガイドおよび導入研修の改善 

9. 広報イベントの実施 

 

教育省技官は、少なくとも月１回、サンプル校（８校）の実習（授業）に対するモニタリングを

行う。 

 

教育省技官（パートタイム・フルタイム）は、毎週１日、プロジェクト事務所でミーティングを

行う。 

 

コアグループは、PADEP-D 算数講座講師への導入研修を行う。また、同講師が実施する算数講

座のモニタリングを不定期に行う。 
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別添 10    予算 (グアテマラ側投入) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プロジェクト実施期間（３年間）PADEP-D 実施により 20,000 名の教員に裨益するとして

PADEP-D 全体の必要経費が Q.216,000,000.00 

 

項目 予算/年 3 年間 備考 

教育省カウンターパー

ト給与(４名分)  

Q.451,200.00 Q.1,353,600.00 １人あたりの月額

Q.9,400.00 × ４名

USAC カウンターパート

給与 (１名分) 

Q.120,000.00 Q.360,000.00 １人あたりの月額

Q.13,000.00 

事務所借り上げ費、光

熱費、メンテナンス費

等 

Q.134,880.00 Q.404,640.00  清掃、飲料水含

む、月額

Q.11,240.00 

GUATEMATICA 教材の

印刷・全国配布費 

Q.31,425,620.00 Q.44,150,964.94

2009 年から 100 万 Q

増加。2011 ～ 2012

年は１、２年生のみ

印刷予定。 

算数講座の導入研修実

施費用 

Q.160,000.00 Q.480,000.00 １年あたり２回の導

入研修を計画。１回

あたり Q.80,000.00

PADEP-D 算数講座講師

給与 

Q.4,800,000.00 Q.14,400,000.00 ２回の算数講座実施

のために 300 名の講

師を３年間にわたり

契約予定。講師月額

給与平均 Q.4,000.00

講師用指導ガイド印刷

費 

Q.24,000.00 指導ガイド１冊あた

り Q 40.00 。600 冊

印刷予定。 

モニタリングのための

旅費（試算）  

Q.40,000.00 Q.120,000.00 ５名のカウンターパ

ートが１ヵ月に５日

間モニタリングを実

施するとして試算。

合計 Q.37,131,700.00 Q.61,293,204.94  
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